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改良型全面マスク用アノラックの導入について

東京電力ホールディングス株式会社



１．全面マスク用アノラックの導入目的

1

放射性物質による汚染の高い環境下の作業では、アノラック及び全面マス
クを着用するが、これまでに、作業中にマスク表面に汚染物質が付着し、
作業後マスクを取り外す際、汚染物質が顔面に付着する事象が発生。
⇒顔面汚染防止対策の一環として、2021年度より、全面マスクを覆うこ
とができるアノラック（全面マスク用アノラック）を製作・導入。

※従来型アノラックにおける顔面汚染発生のイメージ

：汚染物質
のイメージ

【従来型アノラック】

顔面に付着

頭部はフード状

全面マスクは露出

【全面マスク用アノラック】

ゴム手袋に付着全面マスクに付着

アノラックで覆う
ことにより全面マ
スクに汚染物質が
付着しない



２．2022年度の取り組み

マスクタイプ 2021年度 2022年度の取り組み

A社製 全面マスク用
アノラック

2021年10月より
使用開始

改良型全面マスク
用アノラック

・2タイプの全面マスクに対応
できる形状に改良

・面体部を曇りを防止する材質
に変更

・電動ファン付全面マスクに対
応したアノラックを製作

・温度・湿度について、現場を
模擬した環境下で使用し、着用
状況や曇りやすさの問題はなく
なった

・2023年3月より使用開始予定

B社製

A社製
電動ファン付全面マ
スク用アノラック

B社製
未着手

全
面
マ
ス
ク

電
動
フ
ァ
ン
付
全
面
マ
ス
ク

未着手

従来型アノラックにて対応

２
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３．全面マスク用アノラックの着用状況

＜改良型全面マスク用アノラック＞

下部 全体

側面正面

防曇加工フィ
ルムが貼り付
けられている 吸気フィルタ

がゴム加工さ
れている

排気部が切り抜
かれている

正面

右側面 左側面

全体

排気部が切り抜か
れている

吸気ユニット部が
ゴム加工されている

防曇加工フィルムが
貼り付けられている

＜電動ファン付全面マスク用アノラック＞
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【参考】新たに導入するアノラック

対応マスク
A社製電動ファン付全面マスク

＜改良型全面マスク用アノラック＞ ＜電動ファン付全面マスク用アノラック＞

電動ファン付
全面マスク用

対応マスク
B社製全面マスクA社製全面マスク


